
仕 様 書 

１ 調達品名 

  複合複写機の借受 

 

２ 賃貸借期間 

令和７年 10 月１日～令和 12 年９月 30 日（60 か月） 

 

３ 数量・規格 

  以下に示す①または②または同等品とする。 

  同等品で応札する場合は事前にカタログ等（仕様書の規格が満たされていることが分かる書類）を持

参し、担当課に確認のうえ「同等・規格確認書」を受け取り、入札書提出時に原本を提出すること。 

 

 品名・型名 製造元 数量 

 

 

① 

ＯＲＰＨＩＳ ＦＴ５４３０ 理想科学 1 

ＯＲスキャナー ＨＳ7000 理想科学 1 

スキャナースタンド（ＨＳ7000） 理想科学 1 

ＯＳ排紙トレイＦ 理想科学 1 

ＩＣカード認証キット ※ 理想科学 1 

 

② 

エプソン ＬＸ-10050Ｍ エプソン 1 

ステープルフィニッシャー ＬＸ3ＳＦ1Ｓ エプソン 1 

サーバーレスセットＢ ※ エプソン 1 

 ※ 使用できる IC カード 10 枚も併せて用意すること。 

  

同等品 

同等品条件 

プリント方式 ライン型インクジェット方式 

プリント解像度 300dpi×600dpi 以上に対応すること 

印刷速度（カラーA4 横送） 片面 100 枚/分、両面 50 枚/分相当以上であること 

ウォームアップタイム 電源投入時 2 分 30 秒以下であること 

ファーストプリントタイム 6.5 秒以下であること 

給紙容量 最大合計給紙容量 2,000 枚以上 

給紙トレイ（普通紙 500 枚以上収納可）を 2 段以上有すること 

用紙サイズ A3W 相当(297mm×431.8mm)～ハガキサイズ（90mm×148mm）が対応可能であること 

用紙種類 60g/㎡～160g/㎡に対応可能であること 

インタフェース Ethernet：1000BASE-T、100BASE-TX、10BASE-T を１ポート以上有すること 

セキュリティ機能 非接触型ＩＣカードを使って、利用者の認証や機能の制限が可能であること 

メモリ容量 3GB 以上であること 

ＨＤＤ 300GB 以上であること 

対応ＯＳ Windows 10、Windows11 

スキャナー オートフィーダー（原稿自動送り装置）付きフラットベッドスキャナー 

スキャニングモード カラー/モノクロ/オート対応 

スキャナー速度（A4 横送） 片面 60 ページ/分以上、両面 100 ページ/分相当以上であること 

排紙トレイ ステープル機能付きシフト排紙トレイ 

A4 で 500 枚以上積載可能なこと 



占有寸法（占有寸法） オプション装着時 2,350mm（W）×1,400mm（D）×1,650mm（H）以下であること 

最大消費電力 1,500W 以下であること 

その他 グリーン購入法、エコマーク認定商品であること 

 

４ 納入期限 

令和７年９月 30 日 

 

５ 納入及び検査場所 

  札幌市豊平区役所保健福祉部保健福祉課 

  札幌市豊平区平岸６条 10 丁目１-１ 

 

６ 連絡先 

  札幌市豊平区役所保健福祉部保健福祉課 

  札幌市豊平区平岸６条 10 丁目１-１ 

  TEL：011-822-2451 メールアドレス：toyo.fukushi@city.sapporo.jp 担当： 藤田 

 

７ 特記事項 

⑴ 納入場所及び納入日時等について、事前に担当課と打ち合わせをすること。 

⑵ 納入の際、電源投入のうえ、印刷等の動作確認を行い使用できる状態で納品すること。 

⑶ 本体へのネットワーク設定を行い、クライアント PC にプリンタードライバ等必要なソフトウェアのイ

ンストール設定を１台行うこと。また、プリンタードライバ等必要なソフトウェアを提供のうえ、クラ

イアント PC の設定方法の説明を行うこと。 

⑷ 受注者は一般的なインターネット回線を介して本市の指定する Google ドライブにスキャンデータを

送信できる状態まで設定を行うこと。 

⑸ 納品時に発生した梱包材等については、受注者が持ち帰ること。 

⑹ 仕様書のオプションの取り付けを行ったうえ、納入すること。 

⑺ 契約履行確保のため、選定した製品のメーカー等出荷元からの出荷引受書を求めることがある。 

 その場合、出荷引受書の提出が可能なことを契約（発注）の条件とする。 

⑻ 同等品の判断には時間を要する事例もあり、入札書提出日まで間に合わないことがあるため、確認に

要する時間を考慮して担当課へ同等品の確認を依頼すること。 

⑼ 受注者は、賃貸借期間満了後における借受物品の処分について、担当課と協議することができる。 

⑽ リース期間満了後にリース物品を返還する場合は、撤去回収は受注者が行うこととし、撤収費用に係

る費用については受注者の負担とする。 

⑿ 納入の際、正常に最良の状態で機能しない場合は、受注者が原因究明に協力すること。 

⒀ リース物品はすべて新品であること。 


